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飛行機は仰角2度機首を上げて水平飛行するそうで
す。また、急に機首を上げすぎると上昇せずに失速
するそうです。子供の生活意欲に似ていませんか。

個人面談が生活向上の好機となることを願って！
７月は、学校公開でお子さんの学校生活の様子を見ていただき、通知表で学習
と学校生活の状況を知っていただきます。
そして、これらの情報を基に、夏休み第１週から個人面談を行います。
この面談が、お子さんの夏休みの生活と２学期以降の生活を向上させる好機と
なることを願っています。担任とお子さんの成長を確認し、お子さんが次の一歩を
踏み出すきっかけをもてるように、共に取り組む事柄を話し合えればと考えています。

学校公開 7月5日（火）
４月に入学・進級して３か月、もうすぐ夏休みを
迎えます。１学期の授業日数は７２日。子供たち
は頑張って登校することができました。水平飛行
の例えではありませんが、保護者の皆さんの
「いってらっしゃい」の声掛けが、お子さんの気持
ちを上向きにし、「行ってきます」と顔を上げて登
校する推進力になっているのだと思います。ひと
言の力添えに感謝いたします。
来週、７月５日（火）は学校公開を実施します。
先日のお便りでもお知らせしたとおり、感染症対
策として人数制限をしての参観ですが、お子さん
が新しい環境で頑張る様子をご覧ください。
限られた時間ではありますが当日のご来校を
お待ちしております。

授業を磨く、教師の自己研鑽
教員が子供たちに「楽しい学習」「分かる学習」を行
う。これは子供が元気に登校し意欲的に学校生活を
送る上で大切なことです。成隣小の教員も授業を磨
くために努力を重ねています。そのひとつとして、６、
１０、２月の年３回、管理職が授業観察を行い、授業
後の面接でフィードバックをします。「どのように質問
したら子供たちが意欲的に課題に取り組めるか」「ど
のように黒板に記録していけば、子供たちが考えた
ことを整理できるか」「どのように授業を終われば、
次の学習に期待をもたせることができるか」、本校の
教員は自己評価と管理職の記録を合わせながら自
己研鑽に努めています。
子供たちの学びに向かう意欲を高めるために！
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